
























古抄の説に、此の物語を春秋の褒貶をまなびて勧善懲悪のために書くといひ、又内外の書籍に悪逆無道なる人の事を書けるは、みなそれを見て懲さむためなれば、此の物語も好色淫乱の事を書き 、見る人 して懲さむために書くといひ 又人をして仁義五常の道に引きいれ、終には中道実相の妙理を悟らしむといひ、又盛者必衰、会者定離の理を知らしめ、煩悩即菩提理を悟らしむといひ、又男女の道を本 せるは、関雎、螽斯の徳、王道治世の始 たるにかたどる天台四教五時の法門を引き合わせて見るべしといへるなど、ことごとしく聞こえてげ と思ふ人あるべ 。
　
一般的に、 『源氏物語』を仏教的、儒教的観点から批評
するということが広く通行していたが、本居宣長が『源氏物語玉の小櫛』で中世、近世における仏教的儒教的な観点からの『源氏物語 批評を物語の本性を理解しない、こじつけの議論として厳しく 判した。例えば、本居宣長の儒者批判は次のようである。安藤為章『紫家七論』について本居宣長は本書が「物語のおほむね 論じ」 、紫式部の「才徳」などを詳しく考え、昔からの「妄説」を分別するなど、特色のあるもので必ず見るべきであるとしながら、 「但し」
として、次のように言う。





































人法地、地法天、天法道、道法自然。 （人は地に法り、地は天に法り、天は道に り は に法る。
）か
と言う句があり、人の歩むべきは自然の法則に従うべき、自然の法則を素直に感じ、そして行動することの大切さが詠われている。つま 「道」 宇宙の本体で、完全 自分の本性に従って変化し、あらゆる外部からの力や意志によって支配されないのである。道は「自為」という特性があり、また「無為」と う特性もある。即ち道は少しの私心も持たない、自然と同じよ に偉いのである。 「道法然」という理念は、人間に対して、できるだけ自然と一体化するこ が望ましいと説い　
日本の伝統的な文化意識の中で、自然は神様として崇拝
されているため、 「道法自然」の道学的な知恵と一致していると思われる。日本には 古くから「神道」というシャーマニズムやアニミズムといっ 自然崇拝、精霊崇拝である多神教（八百万の神）に基づく宗教がある。そして、他の東アジア諸国と同様に、 「儒教」や「道教」両方受け入れたが、陰陽五行思想、八卦、宿曜道などの の代表的な思想が奈良時代から平安時代に隆盛を極め、陰陽師 台頭
とともに発達し、現在でも民俗の一環となって受け継がれている。このような文化意識に導かれ、日本古典文学は四季の移り変わりに、植物と昆虫などの小さい命に、きわめて細い感情を持ち、作者と読者の共感を呼んで る。このような文化意識の雰囲気に包まれ、 『源氏物語』の「五十四帖」の巻名が考案されたと思われる。　
五十四帖の巻名の中で、地名、建築物などに関わるのは
七帖（須磨、明石、澪標、関屋、横笛、竹河 東屋）である。文化活動に関わるのは四帖（花宴、行幸 絵合、行幸）であ 宗教に関わる は七帖（御法、幻 雲隠、椎本、宿木、蜻蛉、夢浮橋）である。自然景観 自然現象に関わるのは（桐壺、松風、薄雲 篝火 野分 夕霧）五帖である。残っている三十一帖はすべて人物、動物や植物の自然な生命に関わると考えるのである。　
上記の分類を見ると、 「五十四帖」の巻名は、自然から


















































































｣ （ 『論語・陽貨』 、 「子曰く、紫



























































に、 「なほ世とともにかかる方にて御心の暇ぞなきや」 （ 「明石」 ）と言う壮大な物語を展開しながら、主人公の光源氏の一生の運命を「三段の予言」によって展開した。玄妙道学 知恵を明らかに反映している。　
第一段の予言は「桐壺」巻に見え、光源氏一生の地位と
運命を示したものである。桐壺更衣が生んだ皇子の光の君は七歳の時に、後見 無くなった若君を案じた桐壺帝は、高麗人の占いにより、光の君に源氏の姓 与え、臣籍に下すことを述べる。
相人驚きて、あまたたび傾きあやしぶ。 「国の親となりて、帝王の上なき位に昇るべ 相おはします人 、そなたにて見れば 乱れ憂ふることやあらむ 朝廷の重鎮と りて、天 下を輔くる方にて見れば、またその相違ふべし」と言ふ。 （桐壺帝は） 「相人はまことにかしこかりけり」と思して、 「無品の親王の外戚の寄せなきにては漂はさじ。わが御世もいと定めなきを、
 


































（ 「桐壺」 ）の恐れがあるだろう。高麗人の話の狙いは、 『老子・十三章』に
の
、
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